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スポーツキャンプ・合宿で呼び込む
　人口減少が進む鹿児島県においても、スポーツに
よる地域振興の重要度は増している（図表 2）。　
　県のスポーツキャンプ・合宿の受入状況調査によ
ると県外からの延べ宿泊者数は 2024 年度は 15 万
7940 人泊（前年比 35・6％減）で、鹿児島国体があっ
た 2023 年度や九州南部高校総体があった 2019 年度
に次いで過去３番目になった（図表 3）。大きなス
ポーツ大会があった2019年度と2023年度を除いて、
これまで最多だった 2018 年度と 2024 年度の内訳を
比較すると、団体別では「プロ」や「社会人」が増加、
種目別では「野球」や「陸上競技」などが増加した。
これは、2023 年から開催されている「薩摩おいど
んリーグ」や温暖な気候を生かして，冬季に奄美地
方やジャパンアスリートトレーニングセンター大隅
での合宿が増加していることが寄与していると思わ
れる。

複合施設で集客力高める
　最近、地域におけるスポーツ振興の意味合いは単
なる競技力向上策としてだけでなく、スポーツが持
つ域外からの人的交流の創出力を生かし、地域の交
流人口拡大や観光振興につながる戦略的な政策に位
置づけられることが多い。
　そうした中で、全国的にプロスポーツチームの本
拠地を核に、商業施設などを兼ね備えた施設を核に
したまちづくりが進められている。通販大手のジャ
パネットグループが長崎市で整備した「長崎スタジ
アムシティ」は、プロサッカークラブ「V・ファー
レン長崎」のホームスタジアムとプロバスケット
ボールクラブ「長崎ヴェルカ」のホームアリーナを
中心にホテルやオフィス、商業施設を備える。また
北海道北広島市にある北海道ボールパークＦビレッ
ジはプロ野球球団北海道日本ハムファイターズが本
拠地とする「ES  CONFIELD  HOKKAIDO」を軸
にしてホテルやエンタメ機能を併せ持つ。

〈事例①〉「長崎スタジアムシティ」
　開業 1 年で延べ 485 万人が来場するなど、順調

な滑り出しを見せているここは、通販大手のジャパ

ネットグループが民設民営で長崎市に整備した複合

型スポーツ拠点である。サッカースタジアムを中心

にアリーナや商業施設、ホテル、オフィスなどが一

体整備されており、Jリーグの「V・ファーレン長崎」、
B リーグの長崎ヴェルカの本拠地として試合開催時

の集客効果を高めるだけではなく、日常的な賑わい

を創出することで交流人口と消費の拡大を図ってい

る。またスポーツを「観る」だけにとどめず、滞在・

回遊・雇用創出を含めた地域創生モデルとしても注

目を集めている。　　　　　　　　　

　2026 年 2 月に総務省が発表した 2025 年の家計

調査報告では、2025 年の長崎市民のスポーツ観戦

支出は 2022 年の最下位から全国 3 位となった。長

崎スタジアムシティの開業を機に全国でもトップク

ラスのスポーツによる消費をもたらしている（図表

1）とみられる。　　　　　　　　　　　　

　県では大規模スポーツイベントを開催しやすいよ
う一定の宿泊数以上に対する補助事業も実施してい
る。県のスポーツ振興課は、「県外の方々が大会等
を通じて鹿児島を知り、今後鹿児島に来るきっかけ
づくりになってほしい」と話す。小学生などの大規
模大会には、大会参加者に加え、保護者も同行する
ことがほとんどでさらなる交流人口の増加も期待さ
れている。

〈事例②〉国内屈指の施設　　　　　　
　日本に 4カ所しかない日本陸連の強化施設。空調
設備などが整っており、年間を通じて快適に練習す

ることができるとともに、投てき場や屋内に 150

メートルの直線トラックを有するなど、練習環境も

充実している。これまで多数のオリンピック選手な

ども練習に訪れており、年々利用者数が増加してい

る。近隣の宿泊施設や交通事業者などを中心として

連絡会を構成しており、スポーツを起点に地域の経

済活性化に向けた取り組みが進められている。また、

今年 1月には建設コンサルタントの「大福コンサル

タント」と命名権（ネーミングライツ）契約を結び、

2026 年 4 月から愛称が「大福ジャパンアスリート

センター大隅」となる。

活躍する県内プロスポーツ
　本県では、プロバスケットボールリーグの B2 に
所属する「鹿児島レブナイズ」やプロサッカーリー
グの J3 に所属する「鹿児島ユナイテッド FC」など
複数のプロスポーツチームが本拠地を置いている。
また 2025 年には、バレーボールチームの「フラー
ゴラッド」が新たに始まった V リーグで初代王者
に輝いたり、女子ハンドボールチームの「ブルーサ
クヤ」が新リーグのリーグ H で初代王者に輝いた
りするなど、県内のプロスポーツチームの活躍が注
目を集めている。　　　

も見られるという。　　　　　　
　さらに、プロ野球チームの参加による発展も期待
される。本県にはキャンプを実施しているプロ球団
がないものの宮崎では複数チームが実施している。
キャンプ後の練習試合をおいどんリーグで開催でき
れば、観光客が鹿児島にも足を運ぶ可能性が高まる。
いわば、単なるスポーツイベントを超えた観光誘客
コンテンツとしての役割を担っているといえるだろ
う。　　　　
　当研究所が算出した 2025 年おいどんリーグの経
済波及効果は約 10 億 1 千万円に上った（図表 4）。
来場者は延べ約 2 万 4 千人を超え、宿泊・飲食・物
販といった地域消費が活性化していると分析した。
選手やスタッフ、観客の滞在は地域の宿泊需要を刺
激し、期間中の特産品販売や地元イベントの活性化
にも寄与している。こうした集客効果をみると、地
域全体を巻き込んだ総合イベントとしての魅力を高
めている。26 年はチーム数や試合数も増加してい
るため、昨年以上の結果が期待される。
　一方で、県内球場の環境格差や大会運営における
施設整備の必要性といった課題も指摘されている。
ふるさと納税などを活用した球場整備支援の検討が
今後の重要テーマとして挙がっており、スポーツ振
興と地域インフラ整備の連携が求められている。　

観光誘客戦略も担うおいどんリーグ
　プロスポーツ以外でも鹿児島で注目をされている
取り組みがある。2023 年から実施されているおい
どんリーグだ。
　2 月 21 日（土）～ 3 月 8 日（日）にかけて県内
外の大学や社会人の野球チームによる交流戦「薩摩
おいどんリーグ 2026」が開催された。
　おいどんリーグの最大の特徴は、域外からの参加・
来訪を促進する点にある。キャンプ明けのチームが
集まり、観客の声援なども入るため、普段のオープ
ン戦以上に緊張感をもって試合を行うことができる
と選手や関係者からも評価されている。また選手が
一堂に会するため、プロ野球スカウトが視察する姿

〈事例④〉「次世代育成大会大学野球／
　　　  フレッシュリーグ」
　大学野球の育成年代の試合機会の創出、地域活性

化を目的に、東京六大学野球連盟をはじめとした県

外大学リーグの野球部と、地元大学・高校との交流

試合が行われている。このイベントは 2015 年夏に

新潟県で地域活性化につなげたいという声からはじ

まり、2018 年から静岡、2023 年から茨城で実施

されるなど広がりを見せている。参加チームの選手

育成に加えて、大学の地域貢献を促進することで、

参加校と開催地双方の「人づくり」「まちづくり」

に寄与している。

今後の展望　　　　　　　　
　本県では新体育館（スポーツ・コンベンションセ
ンター）の建設やサッカースタジアムの整備検討な
ど、ハード整備の機運が高まっている。県外で進む
施設整備を参考にして、県内外から多くの人を呼び
込み、まちの魅力向上に寄与する施設となることが
期待される。そのような中スポーツキャンプ・合宿
も国内屈指の設備を生かしてさらに誘致を進めるこ

とが求められる。プロスポーツチームの活躍やおい
どんリーグの拡大は、コアなファン層からより多く
の県民へ元気を届けるポテンシャルを持ち、ＰＲ活
動などソフト面の工夫が重要となる。県内でのス
ポーツによる地域活性化は大きなポテンシャルを秘
めるが緒に就いたばかりであり、今後のハードとソ
フトの両面で整備が急がれる。

（九州経済研究所 経済調査部　早渕　光孝）

フレッシュリーグ参加チームによる写真撮影
写真提供：フレッシュリーグ事務局（上下とも）

九州経済研究所は鹿児島銀行のグループ会社のシンクタンクです。

九州経済研究所

詳細はこちら

経営コンサルティング
接遇,人事制度構築 ,ＢＣＰ策定など

各 種 セ ミ ナ ー

講 師 派 遣

新入社員・中堅・経営幹部向けの階層別セミナー,
マネジメントスキル,営業・マーケティング,
経理・会計などのビジネスセミナー

（オーダーメイド研修）
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簿記の基本と決算書

マーケティングの基礎

中堅社員活性化

経営者養成スクール〈全10日間〉

部下のやる気を引き出すコーチング

上司と部下のコミュニケーション

仕事の「段取り力」

若手社員パワーアップセミナー

（火）

（水）

（木・金）
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編 集  後 記鹿児島市医報投稿規程

　投稿者は原則として，鹿児島市医師会会員とする。ただし本会あるいは編集委員会が必要と認め執筆を依頼した
もの及び各種部会・委員会が事務局担当者へ執筆を依頼したものに関してはその限りではない。

投稿資格

この規程の変更は本編集委員会の議決及び鹿児島市医師会理事会の承認を要する。
この規程は平成１７年２月７日から施行する。
この規程は平成１９年４月５日から一部改正施行する。
この規程は平成１９年１１月１６日一部改正。投稿規則８項の施行は平成２０年４月１日とする。

附　則

原稿の採否,掲載コーナーについては編集委員会で決定する。

原稿分量は原則として【別表１】のとおりとする。

図・表・写真を掲載する場合はサイズを文字数に換算して【別表２参照】原稿分量の規程範囲内に収めることと
する。ただし,編集委員会から依頼した場合はその限りではない。

原稿は原則として返却しない。（写真・ＣＤ・フラッシュメモリ等は返却する。）

他の文献を引用する場合は,原稿中にその旨明記しなければならない。
また,その際に著作権料が発生する場合は,原則として投稿者本人の負担とする。

論文に関する投稿は,人権及び動物愛護,個人情報保護法に十分配慮しなければならない。

「鹿児島市医報」に掲載された原稿の著作権は,鹿児島市医師会に帰属する。他誌に転載する場合には,編集委
員会及び理事会の議を経ることとする。

「鹿児島市医報」に掲載された記事の別刷りを希望する場合は経費の実費（全額）を執筆者負担とする。

１．

２．

３．

４．

５．

６．

７．
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投稿規則

コーナー

論説と話題

医療トピックス

学      術

思 う こ と

随筆・その他

鹿市医図書室

区・支部だより

各種部会だより

各 種 報 告

3，000字以内・医報２頁

3，000字以内・医報２頁

6，000字以内・医報４頁

3，000字以内・医報２頁

6，000字以内・医報４頁

1，500字以内・医報１頁

1，500字以内・医報１頁

1，500字以内・医報１頁

1，500字以内・医報１頁

原稿分量
【別表１】

 
約５cm 

約7cm 

約9.５cm 

約14.５cm 

基　本　形
約２００字

半頁の大きさ
約７５０字

【別表2】

イラン情勢が不安定な中、ホルムズ海峡
の開放が難しく安定的な航海ができず、生
活環境にも様々な影響をもたらしておりま
すが、早期に解決することを切に願ってお
ります。
「誌上ギャラリー」は、尊田和徳先生よ

り「髙瀬裏川花しょうぶ」と題した、川沿
いに咲き誇った白や紫のきれいな花しょう
ぶの１枚が届きました。ありがとうござい
ました。
「論説と話題」は、帆北理事、ウェレット

理事より「日本医師会医療情報システム協
議会」国が推進する医療 DX と、それに対
する日本医師会の取り組みについて、報告
されております。今後は医療 DX、オンラ
イン診療の普及、維持に伴い私達も対応が
必要かと思います。山元理事からは、「第
20 回日本医師会男女共同参画フォーラム」
と題してご投稿いただきました。ご一読下
さい、ありがとうございました。
「医療トピックス」は、「第 27 回鹿児島

保健医療圏地域医療構想調整会議」の内容
が上ノ町会長より、報告されております。
「学術」では、いまきいれ総合病院　丸山

有子先生より「NICU におけるファミリー
センタードケア（FCC）と児童虐待予防　
-NICU 卒業児と家族を支える包括的アプ
ローチ -」、また内科医会 3 月例会から、
森野勝太郎先生より「肥満症外来の現在地 :
治療を通じて見えてきたこと」と題し、ご
投稿いただきました。貴重なご報告ありが
とうございました。
「医師会病院だより」では馬見塚勝郎先

生から緩和ケア科の紹介として、緩和ケア
面談が終了していれば原疾患を問わず 24
時間体制で、入院対応しており平均在宅復
帰率も全国平均より、高いとのことです。
これからも紹介のほどよろしくお願いいた
します。

「随筆・その他」では、リレー随筆として、
「これからの医療と変わらない本質」と題
して中村健太郎先生より、ご投稿いただき
これからの医師に求められる能力とは、「知
識・技術・マインド」を礎としながら「意
思決定能力　対話力　構想力」を発揮する
とのことです。私も、改めて肝に銘じたい
と思います。ありがとうございました。
「区・支部だより」では、上町・谷山支

部の支部会の模様が届いております。結束
力の強い各支部の懇親会は、かなり盛り上
がったのではないかと思います。ありがと
うございました。令和７年度各支部長退
任、令和８年度各支部長就任、令和６, ７
年度各区長退任、令和８, ９年度各区長の
就任挨拶が届いております。退任された先
生方、任期中は色々ご苦労もあったと思い
ますが、お疲れ様でした。また就任された
先生方、何かと大変だと思いますがよろし
くお願いいたします。
「鹿市医狂壇」は、「全部（すっぱい）」

がテーマです。皆様も是非ご一読ください。
来月いよいよ、サッカーワールドカップ

北中米大会が開催されます。親善試合で強
敵ドイツ、イングランドを破った日本代表
は、オランダ、チュニジア、スウェーデン
と一次リーグ対戦します、なかなか簡単で
はないと思いますが、何とかリーグ突破し
て念願のベスト８以上の躍進を期待したい
と思います。がんばれニッポン！

（編集委員　角 純啓）
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